


































































アジェのい う子 どもの r6alismemoralは,
｢理想主義｣に対置される ｢現実主義｣とは言






(Verbalisme)す な わ ち概 念 実在 論





































































































理や り言語化 しようとしたことに伴 う必然的産
物と理解すべきなのかもしれない｡マイケル ･
ホラニーは ｢人の顔のどこを知覚 したら,その


































































































































































それに対 して,パ レー トはそうでない｡個人
の行動はあらゆる批判を免れるものであり,
｢道徳｣というものは存在 しないとする｡パレー
ト 『一般社会学概論 (Trait6 desociologie
g6n6ral)』 (1916年)によれば,行為には ｢論






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































然,服従 と協働 (colaboration)の 2つの態
度の間には,中間状態が存在する｡ しか し,服
従と協働の対立を強調することは,分析上は有
益である｡
(つづ く)
【註】
1)piaget,LejugementmoralcAezl'enfanlL,
1992,P.U.ド.7e6d.(1er6d.,1932).引用
文のページは同書に拠る｡
2)意識化 されないものの強調とい う点で,パ
レー トの強調はフロイ トを思い起こさせる.
ピアジェが挙げているのは,フロイ トではな
く同 じフランス語文化圏に属するピェ-ル ･
ジャネである｡ジャネはフロイ トほど有名で
ないが,フロイ トと同時期に無意識 (ジャネ
の用語では下意識)を発見 し理論的に定式化
した者である｡ ピアジェの r6alismeの意味
を考える点でフロイ トの ｢現実原則｣と比較
するのも有益に思われるが,ここでは,それ
を課題として残 したままに しておくC
3)MichaelPolanyi,TheTacitDimension,
1966.マイケル ･ボラニー 『暗黙知の次元』
ちくま学芸文庫,2003年O
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